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【研究成果の概要】 （文 字 の大 きさ 9 ポイ ント ・ 字数 800 字 ～ 1600 字程 度）

 本 研究 は 、社会 教育 主事 養成・研修 の実 態 と課 題を 整 理し 、養成・研修 のデ ザイ ンを リ デザ イン す

るこ とを 通 して 、こ れ から の社 会 に求 めら れ る教 育専 門 職と して の 社会 教育 主 事の 養成・研修 のあ り

方に つい て 実践 的に 明 らか にす る こと を目 的 とし た。 そ の背 景に は 、「 社 会教 育主 事講 習 等規 程の 一

部を 改正 す る省 令」 が 2020 年 4 月 から 施行 さ れ、 社会 教 育主 事養 成 制度 が改 正 され るこ と があ る。

 本 研究 で は、 社会 教 育主 事を は じめ とし た 社会 教育 職 員の 実践 力 の育 成を め ざし て 、「 継続 的な 実

践と 省察 の サイ クル 」「学 びあ う コミ ュニ テ ィの 形成 」 を実 現す る 養成 ・研 修 の包 括的 な カリ キュ ラ

ムと それ を 支え る組 織 ・制 度の デ ザイ ンを 検 討し た。 主 な研 究成 果 は以 下の と おり 。  

Ⅰ  養成  

・社 会教 育 実習 を核 と した カリ キ ュラ ム研 究  

新た な社 会 教育 主事 養 成制 度に お いて 必修 化 され る「 社 会教 育実 習 」に着 目 し 、学生 の 実 践力 を培

う大 学と 社 会教 育現 場 が協 働し た 実習 の在 り 方に つい て 検討 した 。すで に社 会 教育 実習 を 実施 して い

る主 に東 京 の養 成校 か ら事 例を 収 集し たり 、関西 地域 の 養成 校お よ び実 習受 け 入れ 先や 社 会教 育職 員

との 意見 交 換を 行っ た りし て、 社 会教 育実 習 のタ イプ （ 形態 、内 容 、方 法、 実 習先 等） を 整理 した 。

全国 社会 教 育職 員養 成 研究 連絡 協 議会（ 社養 協 ）と 共同 で研 究を 行 い 、そ の成 果を「 社会 教育 士の 養

成と 実習 ― 社会 教育 実 習支 援ネ ッ トワ ーク 」とい う養 成 校・大学 関 係者 向け パ ンフ レッ ト とし てま と

め 、発 行し た 。ま た収 集し た事 例 をも とに し た「社 会教 育実 習支 援 ネッ トワ ー クサ イト 」の立 ち上 げ

に貢 献し た 。（ https://sites.google.com/view/shazissyunet）  

また、社 会 教育 主事・職員 の養 成 と研 修を つ なげ、実 践 と理 論を 総 合的 に学 ぶ カリ キュ ラ ムに つい

て 、社 会教 育職 員研 究 や省 察的 実 践論 、組織 学習 論等 の 先行 研究 や 事例 研究 か ら分 析・研 究し 、日本

社会 教育 学 会、 全国 社 会教 育職 員 養成 研究 連 絡協 議会 の 研究 会で 報 告し た。  

・社 会教 育 主事 養成 課 程に おけ る 学び の可 視 化  

 あ らた な 社会 教育 主 事養 成制 度 にお いて は 修了 者に「 社会 教育 士 」と いう 新 たな 称号 が 付与 され る 。

従来 から 社 会教 育主 事 養成 課程 に おけ る学 習 成果 の活 用 につ いて は 、資格 が 職 に結 びつ か ない ため 受

講学 生の 確 保に つな が らな いと い う課 題が 指 摘さ れる 一 方で、近 年 多様 な職 業 にお いて 学 習成 果が 活

用さ れて い る実 態が 報 告さ れて い る。本研 究 では 社会 教 育主 事養 成 科目「生 涯 学習 特講 D」に おい て 、

受講 学生 と 共に 社会 教 育主 事養 成 課程 にお け る学 びの 可 視化 に取 り 組み 、パ ン フレ ット を 作成 した 。

Ⅱ 研修

大学 と地 域 が連 携・協 働し た社 会 教育 職員 の 研修 のシ ス テム につ い て検 討す る ため に、本 学公 開講

座と して「 コミ ュニ テ ィ学 習支 援 コー ディ ネ ータ ー養 成 講座」を実 施し た。本 講座 は東 京 都公 民館 連

絡協 議会 や 立川 市の 職 員研 修と し て実 施す る しく みを 構 築し てい る が、これ ら の組 織・自 治体 と大 学

が連 携・協 働し て研 修 を実 施す る こと の意 義 や課 題に つ いて 、担 当 者や 受講 す る職 員等 に ヒア リン グ

を行 った り 、意見 交換 をし たり し 、検討 を進 めた 。また 、養成 と研 修の 包括 的 なカ リキ ュ ラム を検 討

する ため に 、養 成課 程 の科 目の 一 部と 、研 修 講座 のプ ロ グラ ムの 一 部を 合同 で 実施 する な どの 試行 と

その 効果 の 検証 に取 り 組み 、成 果 を論 文等 に まと めた 。  

【研究成果発表方法】 
口頭 発表 「『新 し い社 会教 育主 事 養成 』は 何 をめ ざす の か  実践 と 理論 を総 合 的に 学ぶ カ リキ ュラ ム

の展 望 」、 倉持 伸江 、 全国 社会 教 育職 員養 成 研究 連絡 協 議会 研究 大 会、 2018 年 5 月、 東 京学 芸大 学  

口頭 発表 「 社会 教育 主 事養 成の 見 直し につ い て」、 倉持 伸江 、日 本 社会 教育 学 会六 月集 会 、 2018 年 6

月、 東洋 大 学  

論文「実 践 と省 察の サ イク ルに よ る力 量形 成 を支 える 大 学‐ 専門 的 実践 力を 培 う養 成・研 修カ リキ ュ

ラム のデ ザ イン ― 」、倉 持伸 江、日 本社 会教 育 学会 編『日 本の 社会 教 育第 62 集  社 会教 育 職員 養成 と

研修 の新 た な展 望 』、 2018 年 10 月 、 pp.206-217（ R）  

論文「 学 び 合い を支 え る実 践力 を 培う ―コ ミ ュニ ティ 学 習支 援コ ー ディ ネー タ ー養 成講 座 4 年目を 迎

えて 」、倉 持伸 江 、『 平成 30 年 度  学び 合 いを 支え る 実践 力を 培 う  コミ ュ ニテ ィ学 習 支援 コー デ ィ

ネー ター 養 成講 座  実 践記 録集 』 2019 年 2 月  

論文 「社 会 教育 職員 養 成の 変化 と 『社 会教 育 士』」、倉 持 伸江 、『月 刊  社会 教 育』 2019 年 5 月号 （ 印

刷中 ）  
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